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研究概要 

 201 年度は、前年度から引き続き、タイなど東南アジアから外国人技能実習生として日

本に働きに来ている人びとの労働条件や、タイにおける外国人技能実習生のリクルートシ

ステム、外国人技能実習生として働きに来ている／来た／来ようとしているタイやラオス

の人びとによる移住労働という経験についての認識などについての調査研究を行った。 

 こうした研究は以下の個人研究や共同研究の一部として実施されたものである。 

 ・京都大学 GCOE ユニット研究「日本における外国人労働者の生活世界と地域社会の変

容に関する実証的研究」（代表：中田英樹） 

 ・京都大学 GCOE ユニット研究「日本の新しいニューカマーと親密圏：東南アジア出身

の外国人研修生・実習生を中心に」（代表：崔博憲） 

 ・京都エラスムス計画（2010 年 7 月 26 日～9 月 25 日までタイ国立チュラローンコーン

大学社会調査研究所に客員研究員として派遣）「日本の「新たなニューカマー」：外国

人研修生・実習生として働くタイ人を中心に」（代表：崔博憲） 

・科研 A『現代アジアの家族変容と福祉レジームに関する国際共同研究』（代表：落合恵

美子） 

また、中田英樹氏らとともに、「日本における外国人労働者の生活世界と地域社会の変容」

の理解の深めるために、京都大学 GCOE 内部および学外の研究者や社会活動家などを招き、

研究会を実施した。 

 

 

業績リスト（著書、論文、報告、その他に分けて主要なものを記入する） 

論文 

・2010.10「日本における外国人労働者の受け入れに関する一考察－外国人研修生・実習生

として働くタイ人を中心に」京都エラスムス計画報告論文 

報告 

・2010.12「タイ出身の外国人研修生・技能実習生－現代日本における外国人労働者問題を

考えるために」マイグラント研究会、大阪弁護士会館。 

・2010.5「外国人研修技能実習生の実態―おもに農業分野を中心に」京都大学 GCOE アド・

ホック研究会 

その他 

・2011.1（展示批評）「アメリカに渡った日本人と戦争の時代」『歴博』164 号 

・2010.7「国籍と救済」『戦争と性』29 号 

 


